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米国イェール大学図書館における

日本語エフェメラ資料の
収集・整理・提供の実例
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1．はじめに
　本稿では、米国イェール大学図書館（以下「当館」）
のコレクションを通じて、日本の LGBTQ グループと
日本映画関連のエフェメラ資料の収集、整理、および
利用者へのアクセスを提供するプロセスを紹介する。

2．�イェール大学図書館の日本語エフェメラ資料コレ
クション

　Japanese lesbian, gay, bisexual, transgender, and 
queer collection（以下「LGBTQ コレクション」）（1）（2）

は主に首都圏の性的マイノリティなどの団体によって
1990 年代から現在までに配布されたチラシ、ニュース
レター、パンフレットなどの収集を目的としている。
現時点で 4 箱のアーカイブボックス（横 12.5 インチ、
縦 10.25 インチ、幅 5 インチ）が所蔵され、他の 4 箱
の資料が整理中となっている。
　また Japanese Film Ephemera Collection（以下「映
画コレクション」）（3）は、1970 年頃から現在までのチ
ラシ、プレスキット、劇場パンフレット、映画ニュー
スレター、カタログなどの宣伝資料が主となり、600
人を超える現代日本映画の監督、作品、そして主要な
映画祭や映画イベント関連の資料を含んでいる。現時
点でアーカイブボックス 16 箱分を公開し、加えて 30
箱以上の資料整理を進めている。両コレクションとも
Manuscripts and Archives（以下「文書館」）の所蔵
となるが、他の日本 LGBTQ や映画の関連資料を所蔵
する東アジア図書館の特別コレクション（CA1885 参
照）としても紹介している。
　現在も収集が続けられており、寄贈者へのコミュニ
ケーションや資料購入及び寄託費の支払い・運送など
の米国からの収集、また日本語を用いてのガイド作成
など日本語エフェメラ資料収集に特有な課題も提起し
ている。

3. エフェメラ資料とは
　米国アーキビスト協会（SAA）が定義するエフェメ
ラとは「特定の限定された目的のために作成され、通
常は使用後に廃棄されるように考慮された資料（主に
は印刷された文書）」とされ、通常は記録されること

のない、一時的ではかない情報を読み取れる資料とし
て活用することが出来る（4）。公に普及する資料ではな
く、いわゆる灰色文献（CA1952 参照）であり、従来
の出版物からはうかがうことが困難な、限定されたコ
ミュニティの状況を垣間見ることが出来るため、研究
方法や内容によっては貴重な資料群となりうるが、組
織的な収集や保存が行われなければ紛失と廃棄のリス
クが高くなる。
　最近、日本では LGBTQ の社会的認知度が上がり
つつあるが、芸能界や政治的活動以外の個人やコミュ
ニティに関する情報などは、いまだにチラシやニュー
スレター、または Twitter やブログなどの電子媒体で
の発信が多く、研究に有益な情報は保存されにくい現
状にある。また現代の日本映画や視覚文化も、通常の
図書館資料として保存されにくいチラシやパンフレッ
トなどを通じ、数多くの映画製作者やその作品の包
括的な情報を提供している。以上のような理由から、
LGBTQ 関連のニュースレターや映画のチラシなどは、
幅広い調査と研究を可能にし、希少性が高く重要なエ
フェメラ資料と言える。

4. エフェメラ資料の収集
　周知のように、アーカイブコレクションが図書館に
所蔵されるケースは主に二通りある。一つは個人や機
関が特定の目的のために構築したコレクションが、後
年図書館に寄贈または購入されるケースであり、もう
一つは今後の研究の関心傾向、資料価値や希少性を考
慮して、アーキビストや司書が図書館のコレクション
として意図的に構築を試みる場合である。いずれも一
つの資料群をアーカイブコレクションとして確立する
ためには、収集・整理・保存のための周到な計画策定
に膨大な時間と労務を要する。特に後者は、収集前に
大学ですでに所蔵されているコレクションとの調和、
他の所蔵機関の調査、構築する資料の構成、入手方法
などを熟考し、コレクションが継続的に収集される場
合は持続可能な資金計画も必要となる。この時点で、
収集後に資料をどれだけ詳細な分類で整理し、ガイド
を提供するか、それに要する人件費、中性紙箱やファ
イルなどの保存用品の出費も計画する。また、写真や
フィルムなどの紙媒体以外の保存方法を取り決める部
署など、各部署との綿密な調整は準備が周到なほど、
後のコレクション構築の成功につながる。
　当館の両コレクションが実際に所蔵されている文書
館には、アーカイブを構築、提供する全ての過程で
必要となる専門的知識や経験が豊富なアーキビストが
所属し、設備も整っている。実際に両コレクションの
構築を主導したのは東アジア図書館に所属している日
本語資料専門の司書だが、アーカイブ資料を取り扱う＊イェール大学東アジア図書館
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様々なトレーニングなども含め、コレクション構築を
遂行するために文書館のサポートは大きな後押しと
なった。
　エフェメラ資料は市販の出版物と異なり広範囲で配
布されないため、一般の流通経由とは違った入手方法
が必要となる。資料の出所を把握し、寄贈者と交渉す
るなど、収集のためにさらなる手間と時間を考慮しな
ければならない。
　当館の場合は両コレクションとも後者の意図的に構
築を開始したケースとなる（5）が、日本映画コレクショ
ンは本学のアーロン・ジェロー（Aaron Gerow）教授
から 2005 年頃にコレクションの構築が提案された（6）。
すでに日本の映画研究関連資料を積極的に収集してい
たことや、エフェメラ資料が海外からのアクセスの困
難な資料であることも考慮され、各図書館の部署と調
整をした上で構築を開始した。現時点でコレクション
の大半は、同教授が日本で定期的に収集している資料
の寄贈で構成されているが、その他にこのコレクショ
ンを知った有志からの寄贈や、図書館司書などの大学
関係者が日本へ訪れた際に収集することもある。
　LGBTQ コレクションの場合、本学はもとより
LGBTQ 研究が盛んであることから、当館では関連資
料収集に取り組んできた。2004 年には日本 LGBTQ
研究に携わる教授が赴任したことを踏まえ、『薔薇
族』をはじめとした重要な日本の関連書籍の収集にも
努めた。日米両国の公的機関による LGBTQ 関連の
エフェメラ資料の収集は多くない中で、当館では日本
LGBTQ 関連のエフェメラ資料の収集を 2013 年より開
始している。
　当初、閉鎖的な性的マイノリティコミュニティへの
アプローチは、寄贈者に疑心を与え収集が進まなかっ
たことから、現在当館では日本の二人の研究者を招聘
して、細心の注意を払い資料を収集している。いずれ
もジェンダー論に知悉した社会学者であり、一人は性
的マイノリティの現場をフィールドとする、セクシュ
アリティ研究の専門家である。フィールドで培った人
間関係をもとに、当事者たちへ資料収集に関する説明
や、信頼関係を維持するため継続的な連絡を行ってい
る。もう一人は文化表象の言説分析を行っており、資
料を利用する研究者の視点を併せ持っている。それゆ
え資料収集の必要性を、当事者が納得できるよう論理
的に説明している。
　両コレクションとも学内・学外の研究者の学術的知
識を生かして収集が行われるが、これらの協力者へも
図書館での資料の購入、送付、収集後の整理など、ど
の様な方法で資料収集が可能か可能でないかの説明
等、この過程でも念入りな調整が必要になる。

5. 当事者への配慮とプライバシー
　また、寄贈者や資料に関係する当事者のプライバ
シーや、問題意識への配慮なども十分な考慮が必要と
なる。特に LGBTQ 関連資料の収集の際は数人の寄贈
者からプライバシーについての懸念があった。チラシ
やパンフレットなどのエフェメラは一般的に配布が目
的で作成された資料であり、組織団体の内部記録や個
人原稿などのアーカイブとは若干異なる。しかしその
内容は、一部の限られた地域のコミュニティのみを対
象としていることが多く（CA1725 参照）、資料が大学
のリポジトリに配置されれば、LGBTQ コミュニティ
外部からのアクセスが可能になることから、LGBTQ
コミュニティなどではこのような露出を不要と見なす
意見もある。
　米国のアーカイブのコミュニティは、いくつかの方
法でこの様なプライバシーの問題に対応している。例
えば、個人の寄付としてコレクションを取得する際は、
アクセスを制限する合意・契約が機関と寄付者間で交
渉され、制限の期間、または終了日が掲載され、コレ
クションによっては寄贈後 100 年先まで公開されない
場合も多くある。また、コレクション内の特定の資料
の複製の制限などをガイドに記述する場合もある。当
館のコレクションはまだ資料群の利用も少ないが、将
来的にコレクションが増加しこの様な懸念が強くなる
場合は、特定の資料の利用を合意された開示日まで制
限するような対処も考慮している。また、コレクショ
ンのガイドに差別的な用語を使用しない、もしくは注
記するなどの配慮も必要となる。
　例えば当館では長年の間に収集された日系米国人関
連の複数のアーカイブコレクションのガイドに含まれ
る差別的な用語を改訂するプロジェクト（7）が実施され
ている。これは米国で最近問題となったブラック・ラ
イヴズ・マター（BLM）運動（8）によるマイノリティ
グループに対しての意識改革にも関連し、近年の米国
議会図書館件名標目（LCSH）の変更要求運動（9）など、
図書館資料の多様性や紹介の仕方（10）（11）を見直す動き
を踏まえている（12）。

6. エフェメラ資料の整理と提供
　収集された資料は媒体や主題などのカテゴリが全体
的に吟味され、コレクションの構成が決定する。コレ
クションを編成するスキームは明確で整然としたもの
である一方、将来コレクションが拡大することを考慮
し包括的である必要がある。スキームを確立するため
には、資料一つ一つが明確に分類できるよう、コレク
ション全体に一貫している分類を見出す事が重要とな
る。この分類が曖昧になると、資料を実際に整理する
学生アシスタントなどの独自の判断が強く反映され、
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利用者が検索する際に混乱が生じる。
　例えば、当初 LGBTQ コレクションには資料の作成
日、媒体形式、関連団体、または対象者別のカテゴリ
などが考慮された。しかし、特にエフェメラ資料はそ
の様な情報が曖昧で明確に確認できない場合も多い。
コレクションによっては媒体別や用途別などで分類す
る場合もあるが、LGBTQ コレクションの場合は全体
として媒体の種類も少なく、研究者にとっても調査な
どで使いやすい分類ではないとの意見もあった。資料
によっては主題（テーマ）別の分類も重複が避けられ
ない場合もあったため、主題と媒体の両方の分類を使
用し、関連の団体が発行するニュースレターなどは独
自のシリーズで配置することにした。
　映画コレクションも資料の全体を検討したうえで、
第一シリーズは監督名別の映画関連資料、第二は映画
プログラムやフェスティバル、第三は映画のジャーナ
ルやニュースレターという構成になった。この他にも
複数の監督が手掛けている映画は題名順に並べられ、
一点の資料に複数の題名がある場合はセミコロンで区
切り、パンフレットも主題の重複を避けるために更に
サブカテゴリに分類するなど、整理の詳細な取り決め
を行った。
　この時点でコレクションの構成を明確に説明し、利
用者が資料を効率良く検索するための手引きとなる
ファインディングエイドの作成を開始する。項目以外
にコレクションの要約、内容の説明、著作権と引用の
ガイダンスなど、様々な情報も含まれる。また混乱を
避けるため、重複の可能性のある分野の範囲を明確に
する説明文もコンテンツノートとして追加される。そ
の説明文は特定の学問分野がどのように形成される
か、コレクションの大部分を形成する資料の種類と、
ユーザーがどのように利用するかの予測に基づいて作
成される。
　スキームを決定した後は実際に資料を分類し、資料
の情報を入力し始める。この時点から学生のアシスタ
ントがスキームに従って資料を分類し、フォルダーに
入れるなどの整理を行う。この過程で分類に何らかの
重複や不一致が生じた場合は、さらなる議論を重ねス
キームを柔軟に調整、変更する必要がある。このプロ
セスは冗長で後進的に見えるが、論理的で一貫したス
キームを作成することは後の資料追加を可能にし、制
限なく拡張が可能になる。資料情報は先に Excel ファ
イルに項目別リストを作成し入力する。LGBTQ コレ
クションであれば資料の主題や団体名、映画コレクショ
ンの場合は監督名や映画祭の名称などとなる。イェー
ル大学はアーカイブ管理アプリケーションとして、
ArchivesSpace というオープンソースプラットフォー
ムを図書館のニーズに合わせてカスタマイズした上で

使用しているが、学生がトレーニングなしに操作する
ことは困難であるため、先に Excel で情報を入力する。
Excel で詳細なリストを作成した後に、文書館のスタッ
フがデータをアーカイブ分野のメタデータスキーマで
ある Encoded Archival Description（EAD）に変換し、
ArchivesSpace に取り込みを行い、ファインディング
エイドが発行される。その後に収集された資料は作業
場で保管、整理され、一定の量になるとファインディ
ングエイドと共にコレクションに追加される。
　整理された資料群は文書館の蔵書となり、常勤のス
タッフにより、複写などのサービスやセキュリティが
完備されている閲覧室でのアクセスを提供する。両コ
レクションの利用状況としては閲覧室での利用のほか
授業や大学主催イベントでの資料紹介やレファレンス
などでも活用されている。また、両コレクションとも
大半が現代の資料のため、著作権の問題もあり現時点
で組織だったデジタル化の計画はない。しかし、米国
に所在する多くのスペシャルコレクションの場合、著
作権に関する複写資料の再利用の判断は図書館の利用
者に託され、閲覧室でのカメラによる資料複写などが
可能な上、依頼があれば高精細画像の複写も請負う図
書館も多い。

7. デジタル媒体でのエフェメラ資料
　エフェメラ資料でもう一つの興味深い分野は、ボー
ンデジタルコンテンツの収集とそのデータマイニング
である。例えば、日本のあるレズビアン団体のウェブ
サイトは、当事者の活動やサポートに関する情報が充
実しているが、長年にわたって絶えず追加と削除を繰
り返し、過去の掲載情報を再閲覧出来ないなど、紙媒
体と同様に資料が消失しやすいという性質がある。こ
のようなウェブサイトを保存することによって、日本
の LGBTQ に関連する問題や、アイデンティティに関
する議論、活動の移り変わりなどを追跡するような新
しい視点からの研究において、データ操作とデジタル
スカラシップなどの新しい研究方法でアプローチする
ことも可能になる。2019 年 5 月、この様な資料の重要
性と将来の研究動向を踏まえ、米国の 13 大学が加盟
するアイビー・プラス図書館連合のうち、当館を含め
た 6 校は、日本の性的マイノリティに関するウェブサ
イトを収集保存するプロジェクトも発足（E2177 参照）
させ、さらなる関連コレクション構築にも力を注いで
いる。

8. まとめ
　図書館におけるエフェメラコレクションは、特定の
テーマの直接的で細部にわたる生の情報の提供を可能
とするが、収集、整理の難しさ、そしてプライバシー
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への懸念などの多くの課題もある。本稿では、日本の
性的マイノリティと現代日本映画に特化したエフェメ
ラコレクション構築に焦点を当てているが、日本の特
定の国籍や人種、宗教団体など、他の少数グループや
サブカルチャーに関連する研究にもエフェメラ資料は
有効となりうるし、そのようなコレクションを構築す
る際に、本文で紹介されたような手法の応用も可能と
なる。本稿をきっかけとして、このようなコレクショ
ンの重要性に対する意識が高まり、類似のアーカイブ
を収集するための実用的な方法と創造的なアイデアの
共有が進むことを願う。
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